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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 46,16 46,21 +0,05 44,01 +2,20

USD / BRL Spot BRL 2,2219 2,2140 -0,0079 2,3229 -0,1089

USD / JPY Spot JPY 102,54 102,32 -0,22 102,24 +0,08

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 51.570 51.817 +247 47.993 +3.824

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 152,0 153,3 +1,3 178,8 -25,5

Brazil 5yrs Gov. Bond % 12,32 12,30 -0,02 12,85 -0,55

DI Future Jul15（金利先物） % 11,51 11,50 -0,01 11,72 -0,22

3 Months US Dollar Libor % 0,229 0,228 -0,001 0,235 -0,007

CRB Index（国際商品指数） Index 311,4 312,2 +0,8 299,5 +12,7

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2014年4月25日

Indicator Unit 4月23日

昨日のドルレアルスポット相場は上下動したものの若干レアル買いが優勢な展開でした。
朝方はルセフ大統領が再選した場合マンテガ財務相が更迭されるとの観測記事に反応する形で前日比
レアル高の２．２１台前半で取引されました。しかし、ウクライナ軍の掃討作戦に対してロシアが国境付近で
の軍事演習を開始するなど緊張が高まったため、２．２２台後半へレアル安に切り返す局面もありました。
午後になると全般的に株式市場が持ち直したこともあって再びレアルじり高の地合いとなり、結局２．２１台
半ばで引けています。

今週のレアル相場は再びレアル買い優勢の地合いに戻るかのような動きとなっています。ウクライナ情勢
など不安要素は残るものの、水曜日発表の為替フロー統計にも表れたように資金流入の傾向が鮮明に
なってきました。その内訳を見ると今年に入って現在までの資金流入５４．３億ドルの内、ほぼ８割にあたる
４４．２億ドルが金融フローでの流入となっており、キャリートレードが先導してレアル高を演出していることが
わかります。昨年の同期間では金融フローが２２．３億ドルの流出であったことを考えればグローバルな流動
性がいかに高金利に魅かれているか見て取れます。今年初めに動揺した新興国通貨も全般的に落ち着き
を取り戻しており、今後もその流れがブラジル固有の問題を覆い隠していけるのか注目されます。
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